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国土交通省
東北地方整備局
道路部 道路保全企画官

石津 健二

道路メンテナンスに関する最近の話題

資料１

公共事業関係費（国土交通省関係）の推移
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※R5.1.23「国交省 令和5年度予算概要」より



令和５年度予算（国土交通省）
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《令和５年度国土交通省関係予算》
１．国費総額

(1) 一般会計 ５兆８，７１４億円（１．００倍）
公共事業関係費 ５兆２，５０２億円（１．００倍）

○一般公共事業費 ５兆１，９３１億円（１．００倍）
○災害復旧等 ５７２億円（１．０１倍）

非公共事業 ６，２１１億円（１．０３倍）
○その他施設 ４６７億円（１．０９倍）
○行政経費 ５，７４４億円（１．０３倍）

(2) 東日本大震災復興特別会計 ４０１億円（１．０６倍）
２．財政投融資 ２兆３, ２７５億円（１．４０倍）

《基本方針》
○ 「国民の安全・安心の確保」、「経済社会活動の確実な回復と経済好循環の加速・

拡大」、「豊かで活力ある地方創りと分散型国づくり」の３点を柱に、令和 ４ 年度

第２次補正予算と合わせて切れ目なく取組を進め、施策効果の早期発現を図る。

○ 新・担い手３法も踏まえ、施工時期等の平準化や適正価格・工期での契約、必要

な変更契約等による適切な価格転嫁、国庫債務負担行為の積極的な活用、地域

企業の活用に配慮した適正規模での発注等を推進する。

○ 新技術の導入やi-Construction の推進、建設キャリアアップシステムの普及、技

能者の賃金引上げ、週休２日の実現、外国人技能労働者の受入・育成等、生産性

向上や働き方改革等にも取り組む。

○ 加えて、災害等に備え、防災体制等の拡充・強化を図る。

主な項目

「流域治水」の本格的実践

［5,406 億円(1.01)］

土砂災害対策の加速化・強化

［966 億円(1.01)］

持続可能なインフラメンテナンス

の実現 [7,388 億円(1.03)］

通学路等の交通安全対策の推進

［2,509 億円(1.02)］

効率的な物流ネットワークの早期

整備・活用 [3,627 億円(1.01)］

インフラ・まちづくり分野における

脱炭素化の推進［135 億円(1.14)］

i-Construction の推進

［15 億円(1.03)］

など

※R5.1.23「国交省 令和5年度予算概要」より
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予防保全による老朽化対策 ～安全・安心な道路を次世代へ～
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長寿命化修繕計画の推進

新技術を活用した維持管理
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地域における維持管理・老朽化対策の効率化

道路システムのＤＸ ～ｘROAD（クロスロード）の実現～
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ｘＲＯＡＤ（道路データプラットフォーム）の構築と多方面への活用
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

令和４年度 第２回
山形県道路メンテナンス会議

令和５年２月９日

1

2

議 事

１．令和４年度の活動状況

２．１巡目点検施設の修繕等措置の
実施状況（2022.12末時点）

【資料２】

【資料３】
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山形県道路メンテナンス会議の活動状況

１．令和４年度の活動報告 資料２

年度 月 会議 研修会・講習会・技術支援 広報活動

2022
（R4）

4
5
6

6/8 東北6県事務局会議

7
8
9

7/15 山形県事務局会議 8/1～15老朽化対策ﾊﾟﾈﾙ展示(県庁)

10
11
12

10/4 第１回道路メンテナンス会議 10/13～14 道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ研修
座学：WEB形式
参加者：212名
現地：長崎大橋（中山町）
参加者：100名

11/1 橋梁技術研修
WEB会議形式
参加者：193名

1
2
3

2/9 第２回道路メンテナンス会議
2/9 道路鉄道連絡会議

1/31 道路メンテナンス概要公表

・対 象：国・県･市町村職員、山形県内の測量・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社
・参加人数：２１２名
・日 時：令和４年１０月１３日（木）13:30～15:30
・場 所：ＷＥＢ会議形式

・研修内容

【 座 学 】

○山形県の道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽの取組みについて
○山形県橋梁点検要領について
山形県橋梁長寿命化ﾏﾆｭｱﾙの改訂について

○橋梁点検における留意事項

▲座学受講状況

4

■ 「山形県道路メンテナンス研修（橋梁点検編）」

１．令和４年度の活動報告 資料２



・対 象：国・県･市町村職員、山形県内の測量・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社
・参加人数：１００名
・日 時：令和４年１０月１４日（金）10:00～16:30（1時間30分×3回）
・場 所：国道112号 長崎大橋（中山町）

・研修内容

【 現 地 】

実際の橋梁の損傷や劣化状況を、近接目視により点検する技術の習得。

5

■ 「山形県道路メンテナンス研修（橋梁点検編）」

１．令和４年度の活動報告 資料２

▲近接目視による点検を体験 ▲新技術による点検を体験

6

■ 「橋梁技術研修（橋梁編）」

１．令和４年度の活動報告 資料２

座学【山形県、山形県測量設計業協会主催】

橋梁に関する技術全般（新設、維持
補修等）について、総合的・体系的な
知識の習得

○PC橋の点検要領
○鋼橋の補修・補強における留意点
○プレキャスト化の事例紹介

▲講習会テキスト

・対 象：県･市町村職員、山形県内の測量・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社
・参加人数：１９３名
・日 時：令和４年１１月１日（火）9:30～16:15
・場 所：ＷＥＢ会議形式

・研修内容
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２．1巡目点検施設の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

○ １巡目点検で次回点検まで（５年以内）に措置を講ずるべき判定区分Ⅲ・Ⅳの施設で、２０２２年１２月末まで
に修繕等の措置に着手した割合は、橋梁：８６％、トンネル：８４％、道路附属物等：９５％

○ 一方、修繕等措置に未着手の施設数は、橋梁：１１６橋、トンネル：９箇所、道路附属物等：３施設

【施設別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

未着手施設数 措置着手率(A/B)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) (A-B) 管理者

トンネル
47 43 9

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

施設

橋梁
734 565

850

56

116

道路
附属物等

57 41 3

国土
交通省

高速道路
会社(95%) (68%)

国土
交通省

高速道路
会社(84%) (77%) (16%)

国土
交通省

高速道路
会社

地方公共
団体

60
(5%)

地方公共
団体

地方公共
団体

(86%) (66%) (14%)

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)
※道路附属物等：シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等

100%

100%

84%

100%

33%

89%

100%

0%

89%

70%

25%

66%

89%

22%

86%

64%

0%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

：修繕等措置（設計を含む）に着手した割合

：修繕等措置が完了した割合

措置着手率

措置完了率

8
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２．1）橋梁の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された橋梁で、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手した割合
は、国土交通省：１００％、高速道路会社：１００％、県・政令市：９８％、市町村：８０％

○ 地方公共団体の２０１６年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された橋梁の修繕等措置の着手率は７９％

【橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

734 565 116

(86%) (66%) (14%)

(20%)

(70%)

2

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数
(A-B)

措置に着手済
の施設数(B)

69
98

国土
交通省

98
(100%)

0
(0%)

8

地方公共
団体計

2014

(100%) 2017

2015
2016

2014

(25%)

2015
2016
2017
2018

0
(0%)

8

2014

744
628

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(84%) (66%)

494 116
(16%)

2015
2016

2018

2017

(98%) 2017

2015
2016

2014

115
(64%)

379
(67%)

4
(2%)

112

県・
政令市

市町村

合計 850

2017
2018

(80%)

181
177

2014

563
451

着手済完了済

100%
100%
100%
100%
100%

0%
0%

100%
100%
100%

98%
86%

79%
87%

76%
100%
100%
100%
97%
94%
98%

83%
75%
78%

63%

100%
100%

83%
37%
36%

0%
0%

33%
0%
25%

90%
72%

63%
63%

41%
100%

88%
66%
59%

38%
89%

69%
62%
67%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．1）橋梁の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【橋梁の点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

734 565 116
(86%) (66%) (14%)

県・
政令市

市町村

合計 850

2017 85 66 57 19
2018 48 30 21 18

143 118 47
(80%) (67%)

2
2014

563

84

451

82

379
(20%)

75

112

2
2015 156 130 108 26
2016 190

0
(98%) (64%) (2%)2017 71 69 42 2

115

8

4

0
2015 33 33 29 0
2016

2014

181

8

177

32

8

35 35

2018 34

2017 156 135 99

23

13

21
2018 82 62 34 20

178 141 47
(84%) (66%) (16%)

83

116

2
2015 189 163 137 26
2016 225

地方公共
団体計

2014

744

92

628

90

494

高速道路
会社

0

3 3

2018 4

(25%) (0%)2017 1 1 0 0

2

0

0

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

8

0

8

4 1 0

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 0

22 22 8 0

98
(100%)

69
(70%)

0

0
12 12 12 0
18 18

2014
2015
2016
2017
2018

15 098

27 27 27

19 19 7 (0%)

1 0
(100%)
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２．２）トンネルの修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断されたトンネルで、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手した割合
は、国土交通省：１００％、高速道路会社：３３％、県・政令市：１００％、市町村：５７％

○ 地方公共団体の２０１６年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断されたトンネルの修繕等措置の着手率は１００％

【トンネルの判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

47 43 9
(84%) (77%) (16%)

(43%)

(89%)

2

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数
(A-B)

措置に着手済
の施設数(B)

17
19

国土
交通省

19
(100%)

0
(0%)

9

地方公共
団体計

2014

(33%) 2017

2015
2016

2014

(22%)

2015
2016
2017
2018

6
(67%)

3

2014

28
25

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(89%) (86%)

24 3
(11%)

2015
2016

2018

2017

(100%) 2017

2015
2016

2014

21
(100%)

3
(43%)

0
(0%)

3

県・
政令市

市町村

合計 56

2017
2018

(57%)

21
21

2014

7
4

着手済完了済

100%
100%
100%

0%
100%

0%
0%

100%
67%

0%
0%
0%

100%
93%

71%
0%
0%

100%
100%
100%

0%
0%

100%
0%

60%

100%
100%
89%

0%
50%

0%
0%

100%
33%

0%
0%
0%

100%
93%

57%
0%
0%

100%
100%
100%

0%
0%

100%
0%

40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．２）トンネルの修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【トンネルの点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

47 43 9
(84%) (77%) (16%)

2015
2016
2017
2018

8 019

5 5 5

0 0 0 (0%)

1 0
(33%)

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 0

2 2 1 0

19
(100%)

17
(89%)

0

0
3 3 3 0
9 9

2014

(67%)2017 3 2 1 1

2

0

6

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

9

0

3

0 0 5

地方公共
団体計

2014

28

0

25

0

24

高速道路
会社

0

1 1

2018 5

(22%)

0

3

0
2015 0 0 0 0
2016 7

1
2018 7 5 4 2

7 7 0
(89%) (86%) (11%)

0

6 6

2018 2

2017 14 13 13

6

2

0
(100%) (100%) (0%)2017 13 13 13 0

21

0

0

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

21

0

21

2

(43%)

0
2014

7

0

4

0

3
(43%)

0

3

0
2015 0 0 0 0
2016 1

県・
政令市

市町村

合計 56

2017 1 0 0 1
2018 5 3 2 2

1 1 0
(57%)
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２．３）道路附属物等の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

○ １巡目点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された道路付属物等で、２０２２年１２月末までに修繕等の措置に着手
した割合は、国土交通省：１００％、高速道路会社：０％、県・政令市：９６％、市町村：５０％

○ 地方公共団体の2016年度点検で判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された道路付属物等の修繕等措置の着手率は100％

【道路附属物等の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

措置着手率(B/A)、措置完了率(C/A)

うち完了(C) 点検年度

57 41 3
(95%) (68%) (5%)

(50%)

(64%)

0

措置が必要な
施設数(A)

管理者
未着手施設数
(A-B)

措置に着手済
の施設数(B)

21
33

国土
交通省

33
(100%)

0
(0%)

0

地方公共
団体計

2014

(-) 2017

2015
2016

2014

(-)

2015
2016
2017
2018

0
(-)

0

2014

27
24

高速道路
会社

2018

2015
2016

2018
(89%) (74%)

20 3
(11%)

2015
2016

2018

2017

(96%) 2017

2015
2016

2014

18
(78%)

2
(50%)

1
(4%)

2

県・
政令市

市町村

合計 60

2017
2018

(50%)

23
22

2014

4
2

着手済完了済

0%
100%
100%
100%
100%

0%
0%
0%
0%
0%
0%

100%
100%

83%
91%

0%
0%

100%
91%
100%

0%
100%

0%
0%

50%

0%
100%

80%
55%
67%

0%
0%
0%
0%
0%
0%

100%
67%
75%
73%

0%
0%

67%
82%
78%

0%
100%

0%
0%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．２）道路附属物等の修繕等措置の実施状況（2022.12末時点）
資料３

【道路附属物等の点検実施年度別の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕等措置の実施状況（山形県）】

※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2022.12末時点)

点検実施
年度

57 41 3
(95%) (68%) (5%)

2015
2016
2017
2018

4 033

0 0 0

20 20 11 (0%)

0 0
(-)

措置が必要な
施設数(A)

措置に着手済
の施設数(B)

措置完了済の
施設数(C）

未着手施設数
(A-B)

管理者

国土
交通省 0

6 6 4 0

33
(100%)

21
(64%)

0

0
2 2 2 0
5 5

2014

(-)2017 0 0 0 0

0

0

0

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

0

0

0

0 0 0

地方公共
団体計

2014

27

0

24

0

20

高速道路
会社

0

0 0

2018 0

(-)

0

3

0
2015 1 1 1 0
2016 3

2
2018 11 10 8 1

3 2 0
(89%) (74%) (11%)

0

3 3

2018 9

2017 12 10 9

2

7

0
(96%) (78%) (4%)2017 11 10 9 1

18

0

1

0
2015 0 0 0 0
2016

2014

23

0

22

9

(50%)

0
2014

4

0

2

0

2
(50%)

0

2

0
2015 1 1 1 0
2016 0

県・
政令市

市町村

合計 60

2017 1 0 0 1
2018 2 1 1 1

0 0 0
(50%)


